










































































千葉商大論叢　第 57 巻　第 1号（2019 年 7 月）
2 　平成 10 年・11 年告示学習指導要領
　ガイダンスという言葉が，学習指導要領改訂のキーワードのひとつとして登場したの
は，平成 9 年 11 月に教育課程審議会が公表した「教育課程の基準の改善の基本方向につ
いて（中間まとめ）」からである。そこでは，「Ⅰ　教育課程の基準の改善の基本的考え方」






















































































　高橋（1999）は，「ガイダンス」の重視の背景・経緯を，第 15 期中央教育審議会の第 1
次答申（平成 8 年 8 月），教育課程審議会答申「教育課程の基準の改善について」（平成



















3 　平成 20 年・21 年告示学習指導要領

















































































　小学校・中学校学習指導要領　総則では，「第 3 章　教育課程の編成及び実施」「第 4 節　
児童（生徒）の発達の支援」「1　児童（生徒）の発達を支える指導の充実」「（1）　学級経
営，児童（生徒）の発達の支援」（第 1 章第 4 の 1 の（1））の（1）において，高等学校学
習指導要領総則では，「第 6 章　生徒の発達の支援」「第 1 節　生徒の発達を支える指導の




























4 章　指導計画の作成と内容の取扱い」「第 2 節　内容の取扱いについての配慮事項」の
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　ガイダンスとカウンセリングの充実は，学習指導要領第 1 章総則の第 4 の 1 の（1）（中





































































































































































千葉商大論叢　第 57 巻　第 1号（2019 年 7 月）
2 　アメリカにおける生徒指導・教育相談（スクールカウンセリング）の状況
　高橋（1999）は，現在のアメリカにおいては，ロサンゼルスなど主として西海岸で


















































































































































































AmericanSchoolCounselorAssociation.（2003）.The ASCA nationl model: A framework 
for school counseling  programs.Alexandria，VA:Author.












研究　第 71 巻　第 1 号　28-38
John. J.Schmidz（1993）.Counseling in Schools-Essentia Services and Comprehensive 
programs,.AllynandBacon
J.M.Whiteley,ed.,（1980）TheHistory of Counseling Psychology,,Monterey,California:
Brooks/ColePublishingCompany,









分析と日本の生徒指導の再構築　進路指導研究　第 18 巻 1 号　1997．27-38
PamelaOPaisley andGlendaT.Hubbard（1994）.Development School Cousering 
Program: From Therory To Practice.AmericanCounselingAssociation
LloydA,Stone,FredO.Bradley（1995）.FoundationofElementaryAndMiddleSchool.
Longman










 （2019.4.25 受稿，2019.7.2 受理）
―106―
千葉商大論叢　第 57 巻　第 1号（2019 年 7 月）
〔抄　録〕
　平成 29・30 年告示の学習指導要領において，本学習指導要領が目指す「生きる力　学
びの，その先へ」を実現していくため，児童生徒の発達の支援のひとつにガイダンスとカ
ウンセリングの双方による支援が，総則と特別活動に挙げられた。ガイダンスとカウンセ
リングの場や機会の適切な設定やこれらの機能の充実は，学校教育全体にかかわる課題で
あるが，とりわけ特別活動が果たす役割が大きい。そこで，本稿では，今後，特別活動に
おいてガイダンスとカウンセリングを推進・充実していくための課題を探った。まず，日
本の教育のおけるガイダンスやカウンセリングの流れ概観し，次に，アメリカ合衆国にお
けるガイダンスやカウンセリングの潮流と比較し，検討した。その結果，欧米から取り入
れた用語の多い特別活動では，ガイダンスとカウンセリングの教育用語の整理をし，学校
教育の場の混乱を解消することと，アメリカのモデルを参考に，日本の教育に適合した教
育内容の整理をし，プログラムを学校に提示することを提唱した。
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川崎知已：今後の特別活動におけるガイダンス及びカウンセリングの在り方について
